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所
謂
冨
買
上
靖
』
に
就
て

に
蹄
厨
ナ
る
か
に
就
い

τ
は
理
論
的
に
是
を
明
確
に
し
て
居
た
い
様

で
あ
る
。

註
丸
、

::;J 
E 

を
以
っ
て
圃
家
白
相
績
槽
を
主
張
し

た
る
最
初
白
人
な
り
と
す
る
見
解
の
誤
謬
E
指
摘
し
て
『
彼
の
試
案

は
直
系
親
族
聞
を
除
〈
外
の
無
遺
言
一
相
績
を
否
定
し
・
更
に
直
系
白

子
孫
を
有
せ
ぬ
遺
言
者
の
遺
贈
し
得
る
櫨
利
を
制
限
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
担
、
而
し
て
或
る
場
合
に
は
子
孫
の
受
f
可
申
財
産
の
一
部

を
崎
嬬
に
興
へ
ん
」
ナ
』
白
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
其
の
提
梁
在
幽
庫

鮪
厨
白
抜
援
と
呼
ぴ
何
等
圃
家
の
相
績
櫨
に
根
擦
を
置
〈
事
な
〈
、

却
ヲ
て
密
接
な
る
閥
係
な
奇
個
人
聞
の
無
遺
言
楠
績
を
日
起
居
す
る
事

が
全
〈
理
由
な
き
事
を
其
の
論
擦
と
し
た
。
』
と
漣
べ
て
居
司
向
。

は

出
O
E
-
-
戸
E

1好
調

『
費
上
枕
』

に
就
て

佐

伯

玄

i同

第

緒

言

最
近
、
昭
和
九
年
度
珠
算
の
編
成
期
に
首
り
、
幾
多
の
力
強

き
増
税
論
が
主
張
さ
れ
て
ゐ
る
。
之
等
の
増
税
論
は
必
十
し
も

そ
の
内
容
を
一
に
し
な
い
が
、
そ
の
中
で
最
も
我
々
の
注
意
を

惹
く
も
の
は
、
巳
所
謂
『
寅
上
税
』
創
設
の
提
唱
で
あ
る
。

第
三
十
七
巻

第
二
披

こ
ん
六

E且

所
講
『
貰
上
税
』
は
叉
取
引
税
、
取
引
高
税
、
移
樽
税
、
責
買

税
、
責
上
取
引
税
等
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
が
、

い
づ
れ
に
せ
よ
茜

だ
耳
新
し
い
名
稀
で
あ
り
、

一
般
に
は
寧
ろ
奇
異
の
感
じ
さ
へ

抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
所
謂
『
賓
上
税
』
友
る
も
の
は
咋

A
1
始
め
て
創
案
せ
ら
れ
た
も
の
ず
も
な
〈
、
叉
現
在
諸
外
閣
に

存
在
し
な
い
も
の
ぜ
も
泣
い
。
歴
史
の
数
ふ
る
所
に
依
れ
ば
技

に
キ
リ

ι
ャ

出
来
、
現
在
に
於
て
も
十
八
ナ
園
の
多
数
が
之
を
採
用
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
諸
外
固
に
於
て
は
具
値
的
た
る
先
例

ロ

1
7
の
昔
に
於
て
そ
の
先
例
を
見
る
と
と
が

と
豊
富
左
る
貫
例
と
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
我
が
闘
に
於
て

は
未
だ
そ
の
探
肘
を
見
た
る
と
と
た
く
、
乙
れ
に
闘
す
る
研
究

も
充
分
に
行
は
れ
て
ゐ
友
判
。
故
に
と
の
機
に
於
て
若
干
こ
れ

が
研
究
を
試
み
ゃ
う
と
息
ふ
の
で
あ
る
。

所
謂
『
寅
上
税
』
は
回
己
虫
、

E
A
t
s
o
E
-
E
V
C
S
E
E
s
-
2

↓2
m
g『
-o
円

r
h高
品
、
ω忠一『
2
等
に
相
賞
す
る
も
の
と
考
へ

ら
れ
る
が
、
今
と
L

に
融
米
諸
岡
に
於
け
る
も
の
を
悉
く
紹
介

ず
る
こ
と
は
紙
幅
の
詐
さ

r
る
所
で
あ
る
か
ら
、
此
庖
に
は
現

在
に
於
け
る
最
も
著
し
き
賞
例
と
し
て
猫
泡
の

C
E
Z
Z
Z
Z
2

l1nd Stat.. S. 258. 259 
J.. Bentha田， 'ibid.， VgJ. Seligman， ibid.， Max We日1.， ibid" p. 427・
J. S. Mil1， PrincipJes of Political Economy， P. 889 
v. Sche.J， Erbschafl臼steuernund Erbschaftsreform. 
Eschenbach. .Erllschaftsreform lInd ErbschaIlSsteteller 
M. West，ibid. p: 436， VgJ. Seligman， ibid. p. 1.2') 
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の
た
櫨
を
説
明
し
、
併
せ
て
所
謂
『
賓
上
税
』
の
本
質
と
考
へ
ら

る
L

も
の
に
就
て
多
少
の
考
察
を
加
へ
て
見
た
い
と
忠
ふ
3

第
ニ

濁
謹
に
於
け
る
買
上
税

濁
遜
に
於
て
は
以
前
審
修
責
上
税
、
特
別
責
上
税
等
も
存
在

し
た
が
、
現
在
施
行
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
は
一
般
寅
上
税
(
一
九
三

二
年
一
月
費
布
)
の
み
で
あ
る
。

自立

iJt 

}j'~ 
lナ
<:) 
芯良、
ijt、
t~明、

'it、
I~ t. 

週
内
に
於
亡
符
三
る

L
経
済
生
活
の
各
段
階
に
於
け
る
凡
ゆ
る
掘
削
立
の
替
業
的
叉
は

職
業
的
行
潟
中
に
於
け
る
有
償
的
な
る
引
波
及
び
そ
の
他
の
給

付
で
あ
る
が
(
責
上
税
法
第
一
係
第
一
蹴
)
、
替
業
的
行
鴻
の
概
念

は
こ
の
場
合
、
極
め
て
康
義
に
解
す
べ
き
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ

る。

併
し
な
が
ら
替
利
の
意
思
は
必
守
し
も
之
を
必
要
?
と
し

-
な
い
。
法
律
の
明
示
す
る
所
に
依
れ
ば
、
『
原
生
産
及
商
取
引
』

(
5
3富
田

5
悶
己
主
国

P
E己
)
が
之
に
属
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
生
産
者
、
製
造
者
、
輸
入
者
の
取
引
か
ら
消
費
者
の
取
引

に
至
る
全
て
の
取
引
を
包
含
す
る
。
従
っ
て
、
自
己
の
組
合
員

に
の
み
物
の
交
付
を
友
す
組
合
・
結
祉
、
祉
関
等
の
給
付
も
亦

所
謂
『
貰
上
積
』
に
就
亡

こ
の
法
律
の
趨
肘
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
夏
に
醤
師
、
時
間
護
士

等
の
自
白
峨
業
者
の
行
使
川
に
よ
る
給
付
も
こ
の
規
定
に
よ
っ
て

課
枕
せ
ら
る
L

の
で
あ
る
が
、
官
吏
、
持
働
者
、
僕
稗
等
の
行

震
に
も
と
づ
〈
給
付
は
濁
立
性
を
欠
ぐ
も
の
と
し
て
課
税
せ
ら

れ
な
い
。
備
公
権
力
の
行
使
も
亦
取
引
義
務
の
目
的
と
は
考
へ

ら
れ
友
い
。
何
と
友
れ
ば
そ
れ
は
楼
業
的
給
付
と
は
考
へ
ら
れ

な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
L

に
注
目
す
ぺ
き
は
自
己
消
費

p
m
m
?

3
Y自作品
L

K
対
す
る
課
院
で
あ
る
。
印
ち
、
企
刊
r
k
i
刊
が
企
業
中

の
物
を
そ
の
企
業
か
ら
取
出
し
m
営
業
的
叉
は
峨
業
的
行
矯
以
外

の
目
的
に
使
用
消
費
し
た
る
場
合
に
は
、

そ
の
物
の
一
般
信
格

を
標
準
と
し
て
課
税
す
る
の
で
あ
る
(
第
一
傑
第
二
披
〉
。

責
上

税
の
課
税
物
件
た
る
も
の
に
は
以
上
の
外
、
向
『
競
費
に
恭
〈

(
第
一
傑
第
三
披
)
。
従
つ
で
、
濁
逸
の
寅
上
枕

引
渡
』
が
あ
る

の
課
税
物
件
の
範
闘
は
極
め
て
庚
大
な
る
も
の
と
一
又
は
た
け
れ

ば
な
ら
た
い
。

一
般
費
上
税
に
於

上
活
す
る
所
よ
り
推
知
せ
ら
る
る
如
く
、

け
る
物
的
並
び
に
人
的
租
税
免
除
は
川
閉
め
て
限
ら
れ
た
る
範
闘

に
止
る
。
責
上
税
法
第
二
保
、
第
三
僚
は
之
等
の
免
税
に
閉
す

第
三
十
七
巻

二
八
七

第
一
一
披

五

R. Grabower; Die Geschichte c1er Umsa，L:i;liteu.er und ihre gegenwartige Gesta-
ltung im InJand llnd im Ausl.nd. Berlin， 1:1)25:可N.Lotz; Finanzwissenschaft， 
Tubingen. 193'. S. 646. 
J. Popi tz;; Umsatzsteuer (Hnndworte白uchder Staatw日senschaftVUL円 380世.)・
糎れる研究としては紳戸樽士論文:費上税C本質及長所、費上税目株勤
(租J碕研究第五巻二三O頁以下)、寅上稔!亡依る者修課税(経済論叢第三十五巻



る
規
定
で
あ
所る恒
が耳
、費

先生
づ色
物、に
由旬、 就
租、て
移t、
免、
H余、

第

係
、、~

に
つ
い
て

見
る
に
そ
の
最
も
章
一
要
友
る
も
の
は
二
葉
課
税
を
避
け
る
た
め

に
た
さ
れ
る
免
税
で
あ
っ
て
、
同
一
生
産
過
程
叉
は
給
付
過
程

に
於
て
他
の
一
流
通
税
を
謀
せ
ら
る
、
故
を
以
て
賓
上
税
を
発
除

せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
(
第
二
憐
第
五
務
、
第
八
日
説
、
第
九
就
、
第

十
獄
、
第
十
一
附
刷
、
第
十
二
披
)
ο

課
税
の
桜
協
か
ら
免
除
せ
ら
る
L

干
〉
旦
勿
「
〉

bJ
、

4

寸
江
引
場

r
t
v一
が
孔

公
共
の
耐
利
を
判
的
と
し
て
市
動
す
る
一
定

円
J

部
叫

Jι
目下
YKALLYK明
、
1
4

リ
エ
}
刊
、

L
U
M
-
-
こ
ノ

1
4
コ
一
レ
ユ

te
梨
つ
l
v
l
q
担

4-L:-C
》

i
t
:
-
r
l

d
E
J
初

σ一マ
割
以
阿

4
U
ノ
イ
い
し

ーー
ν

、d。

E
0
4
4

，
 
例
へ
ば
、

疾
病
基
金
計
算
に
よ
る
施
療
及
び
腎
薬
そ
の

他
の
治
療
手
段
の
一
給
付
に
剥
ず
る
発
枕
は
邸
ち
そ
れ
で
る
る
が

(
第
二
傑
第
十
三
披
)
、
向
.
不
動
産
の
用
益
賃
貸
及
び
使
用
賃
貸

〈
第
二
憐
第
七
時
弧
)
、
雨
親
の
住
印
刷
以
外
の
地
に
於
て
毅
養
を
受
け

る
青
年
に
封
す
る
給
阻
(
(
第
二
傑
第
十
五
減
)
、

小
園
護
、

勿又

畜
議
及
び
小
農
業
の
生
産
物
の
向
己
消
費
(
第
二
傑
第
十
六
披
可

一
定
の
組
合
的
行
動
(
第
二
傑
第
十
八
新
、
第
十
九
披
)
等
も
発
税

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
街
こ
の
外
に
こ
の
部
知
に
数
ふ
べ
き
も
の
と

し
て
『
純
取
引
』
が
あ
る
。

と
れ
ば
一
九
三

C
年
の
緊
急
税
訟
に

依
っ
て
大
取
引
の
み
に
限
ら
る
L

こ
と
L

な
っ
た
が
、

と
の
程

第
三
十
七
巻

第

軍主

丹、

A 

ー
ム
ノ、

の
取
引
に
於
て
は
物
の
引
渡
が
多
く
経
一
川
上
不
可
避
の
中
間
商

人
の
介
在
に
よ
り
行
は
る
、
の
で
あ
る
か
ら
、
之
に
刻
し
て
租

税
を
課
す
る
と
一
定
の
物
は
過
常
に
負
憶
を
家
る
と
と
に
な
る

の
で
、
売
税
特
権
に
よ
っ
て
そ
の
負
擦
を
避
け
し
め
ん
と
す
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
か
L
る
場
合
に
租
税
義
務
の

目
的
と
な
る
も
の
は
、
直
接
点
れ
の
譲
波
を
受
付
た
企
業
者
の
一

引
波
の
み
で
あ
る
へ
第
七
傑
)
0

小
川
に
仲
介
働
者
双
ぴ
日
加
入
に
剣
一
f
o

泊
常
の
物
口
問
給
付
は
課
税
せ
ら
れ
な
い
こ
と
に
友
っ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
が
(
第
二
僚
第
十
四
故
、
第
十
七
披
て
そ
れ
は
か
ミ
る
柿
償

が
特
に
農
業
的
企
業
に
於
て
行
政
技
術
上
之
を
把
捉
す
る
と
と

困
難
な
る
に
基
〈
。
物
的
租
税
免
除
と
し
て
最
後
に
事
ぐ
ぺ
き

は
、
犬
取
引
に
於
け
る
貴
金
属
及
び
貴
金
属
合
金
の
賓
買
に
剖

ず
る
租
枕
免
除
で
あ
る
(
第
二
傑
第
六
時
肌
)
。
こ
れ
ら
の
も
の
L

取

引
償
絡
は
世
界
市
揚
の
償
絡
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
で
あ
る
か

ら
一
般
に
は
責
上
税
の
如
き
比
較
的
低
額
の
負
縫
さ
へ
之
を
負

婚
す
る
徐
地
は
な
い
。
従
っ
て
、

こ
れ
ら
の
も
の
ミ
取
引
に
よ

っ
て
他
の
取
引
が
全
然
阻
害
芸
れ
る
か
、
少
〈
と
も
強
〈
影
響

を
受
け
る
や
う
な
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
賓
上
税
を
課
す
る
と
と

第四披)があるの品である。
U rn ~a[ zs t ellel-gesむtzvon 30 Januar 1932: A. }felisel; Steuerr~cht， Berlin， 19 
"~3' S. 218: J. Popitz; Umsntzsteuer (lfandwer1crbl1ch der Staatwissen!:ocbaft. 
VI1I. S. 373 ff.J' M. Vehlow; Die Umsat出阿武r (G. Stnltz; Ha' dbuch 
des Reichssteuerrechts， 3 auf. 1924， S目 576.f'.)， Die dcutsche Umsatιbest-
cuerung. na.ch dem Kriege， Berlln， 1928 目t8.t i~tik des De山 chen Rejchs， 
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に
依
っ
て
そ
の
償
絡
を
騰
貴
せ
し
む
べ
き
で
な
い
か
ら
で
あ

る
。
向
以
上
の
外
、
海
外
よ
り
猪
逸
へ
輸
入
せ
ら
る
弘
も
の
に

到
す
る
発
税
が
あ
る
(
第
二
傑
第
一
球
、
第
二
波
)
。
そ
の
主
な
る

も
の
は
関
税
政
策
上
関
税
法
に
よ
っ
て
発
税
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も

の
、
原
料
、
補
助
原
料
、
竿
製
品
等
の
如
く
園
内
生
産
業
に
必

要
欠
く
て
か
ら
ざ
る
も
の
及
び
食
糧
品
等
で
あ
っ
て
、
之
等
の

も
の
に
叫
訓
ず
る
免
税
は
濁
逸
の
現
欣
が
之
を
徐
儀
友
く
せ
し
む

る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

一
定
の
保
件
の
下
に
免
税
せ
ら
れ

J

M

F

F

一:〉

-
3
〉
。

』ι

〈
と

2
ド
J
r
k
J
-
『

k
Z
F。

人
的
租
税
免
除
(
第
二
一
保
)
は
元
来
一
般
的
に
は
企
業
者
、
卸

ち
租
舵
義
務
の
目
的
た
る
替
利
行
潟
叉
は
峨
業
的
行
鳴
を
な
す

品
円
に
刷
附
し
て
の
み
問
題
と
友
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
租
税
免
除

の
範
闘
を
独
〈
限
る
と
い
ふ
こ
と
は
客
槻
的
物
件
の
方
面
よ
り

も
主
柏
崎
的
租
税
義
務
者
に
つ
い
て
強
く
主
張
せ
ら
る
、
所
で
あ

っ
て
、
公
の
権
利
主
慌
の
給
付
に
到
し
で
も
一
般
的
租
税
免
除

は
認
め
ら
れ
な
い
o
何
と
友
れ
ば
、
か
く
す
る
時
は
私
企
業
に
剥

~
止
し
て
公
櫨
の
主
開
に
調
占
的
地
位
を
興
ふ
る
こ
と
、
友
る
の

で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
園
民
経
』
計
上
値
…
僚
件
に
希
望
す
べ
き
こ
と

所
調
『
賓
よ
稔
』
に
就
て

で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
公
共
闘
悌
は
時
一
般
利
益
の
た

め
に
施
行
せ
ら
る
』
企
業
(
郵
便
、
電
信
、
電
話
事
業
、
屠
音
場
、

瓦
斯
、
電
気
、
水
道
事
業
等
)

に
つ
い
て
の
み
租
税
の
売
除
が
認

め
ら
れ
る
(
第
三
傑
第
一
波
、
第
二
放
)
。
夏
に
主
観
的
理
由
に
依

っ
て
租
税
の
免
除
が
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
専
ら
共
同
利
用
及

ぴ
公
共
幅
利
晴
進
の
目
的
を
有
し
、
そ
の
給
付
に
封
し
で
は
平

均
し
て
同
種
の
企
業
よ
り
僅
少
の
封
筒
を
請
求
す
る
に
止
る
企

米
双
び
岡
家
的
股
督
に
服
し
・
公
の
手
段
に
よ
り
保
護
せ
ら
る
L

〉
〉
旨
ヘ
〉
"
、
J

T
U
寸

3
;
、
区
三
軍
配

p
q曲川
d

。

〆
宮
ノ
一
二

f
z
p
v
n夜
、

)
h‘
叫
王
、
J
Z
Z
J
J
J
h
1
3

1

d
，明

-
r
λ
d
m刊

ul--竺
6

取
引
を
た
す
特
殊
の
も
の
が
免
税
特
権
を
有
す
る
(
第
三
傑
、

第
工大 五
に披

君主
ぬ長
u ， 、
課、第
税、七
H号、 君主
E官、、古

と
な
る
も
(/) 

は

原
則l
と
し
て

定
和
税
期
間
に
於
て
そ
の
給
付
忙
封
し
て
牧
納
し
た
る
劉
債
の

線
額
で
あ
る

(
第
八
傑
第
一
波
)
。
併
し
組
税
義
務
の
目
的
た
る

『
自
己
消
費
」
に
於
て
は
か
L

る
標
準
を
快
ぐ
の
で
、

こ
の
場
合

は
そ
の
物
の
一
般
債
格
が
基
礎
と
せ
ら
る
h

A

(

第
八
傍
第
二
披
、
。

交
換
行
潟
そ
の
他
之
に
類
す
る
給
付
に
つ
い
て
は
、
各
個
の
給

付
の
債
格
が
他
に
針
す
る
封
償
と
た
る
。
課
税
標
準
の
計
算
に

第
三
十
七
巻

二
九
九

第

君主

ーヒ

Bnnd 353) : Umsatzsteuer (Finnnzen ulld日teuern.S. 407・):W. L山;Finan-
zwissenschaft. Tuhingen， I93I. S. 464: B. :Moel; LehrlJUch der Finanz¥巾 sen-
schaft， Berlin， 1930， S. 670 ff. 



所
謂
『
由
民
上
積
』
に
就
て

於
て
注
目
す
べ
き
こ

k
は
、
融
商
業
費
そ
の
他
の
費
附
に
針
す
る

控
除
の
認
め
ら
れ
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
G

現
在
に
於

け
る
税
率
は
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
る
る
(
第
十
三
傑
第
一
波
)
。
併
し

穀
物
、
家
粉
等
の
取
引
に
針
し
で
は

税
率
が
適
用
さ
れ
る
(
第
十
二
一
傑
第
一
披
)
。
乙
れ
に
針
し
て
或
る

0
・
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
の

企
業
の
一
定
租
税
期
間
に
於
け
る
責
上
惚
胡
が
庁
高
月
一
号
そ
超

け3

4iE 
〆~.. 

l土

第
二
技
規
定
の
物
件
を
除
〈
管

K
に
叫
制
し
て

一
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
高
卒
が
諜
せ
ら
れ
る
(
第
十
三
傑
第
一
一
-
批
)
。

以
上
、
猫
逸
の
賓
上
税
の
中
心
を
た
す
諸
貼
に
つ
い
て
考
察

し
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
こ
れ
に
関
連
し
て
手
紙
法
上
の
問
題

を
若
干
説
明
す
る
。

寅
上
税
は
所
得
税
と
並
ん
で
、
行
策
並
び
に
企
業
に
於
け
る

各
個
種
々
の
形
態
を
な
す
租
税
義
務
者
の
最
大
範
園
を
包
括
す

る
。
従
っ
て
、
租
税
の
賦
課
は
最
も
簡
箪
た
形
式
で
注
さ
れ
る

と
と
が
必
要
で
あ
る
。
か
〈
て
今
日
の
賓
上
税
の
課
徴
は
一
定

の
斌
課
手
続
に
よ
っ
て
極
め
て
簡
輩
に
行
は
れ
る
。

た
づ
寅
上
税
義
務
の
目
的
た
る
企
業
は
、
自
己
の
牧
納
す
る

封
慣
に
つ
い
て
康
い
範
閏
の
通
告
義
務
を
負
ふ
(
第
十
八
保
)
。

第
一
一
一
十
七
巻

二
九

O

第

日J)t

i¥. 

部
ち
、
第
一
僚
第
一
一
慌
の
意
味
に
於
け
る
組
税
義
務
の

H
的
た

る
各
行
矯
は
、
全
て
租
税
段
督
に
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

之
を
具
槌
的
に
云
へ
ば
租
税
期
間
経
過
後
一
ヶ
月
以
内
に
、
租

税
義
務
者
は
そ
の
収
納
怖
の
針
債
で
あ
っ
て
租
税
義
務
の
目
的

た
る
も
の
に
つ
き
形
式
を
倫
へ
た
申
告
を
在
す
こ
と
を
要
す
る

の
な
あ
る
。

こ
の
巾
止
川
に
法
き
沿
務
官
は
租
枕
の
認
定
を
な

し
、
悦
制
ひ

A
H止
を
m
九
九
る
。
持
仲

l
r
-
v
)
-
1
ヒ
2

2
も
也
吊
吋
〉

h
、ゴ一

j
lァ

f
l
i
-
-
1
J
J
t
I

1

1

6

1

J

J

【

1
?
1
7
1

と
は
今
日
の
費
上
税
に
於
て
は
主
と
し
て
監
替
手
段
た
る
意
義

を
有
す
る
に
止
ま
る
。
貫
際
に
於
け
る
税
額
の
周
庫
へ
の
納
入

は
銃
に
時
出
た
通
告
(
〈

EEgo-zd目白
B
E
E
-】
)
及
び
前
納
手
続

の
方
法
で
済
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
暦
年
経
過
後
十
日
以
内
に

於
て
、
義
務
者
た
る
企
業
者
は
そ
の
収
納
し
た
る
針
慣
に
闘
す

る
抽
出
光
通
告
を
た
す
と
同
時
に
、
之
に
相
営
ず
る
税
額
を
前
納

す
る
の
で
あ
る
。

と
の
強
先
週
告
は
租
税
法
の
所
謂
租
税
申

告
、
前
納
額
は
租
税
に
該
首
す
る
も
の
で
あ
る
。
企
業
者
が
乙

の
義
務
を
全
然
履
行
し
な
か
っ
た
揚
合
に
は
、
税
務
官
が
前
納

額
を
決
定
す
る
。
此
決
定
に
射
し
て
は
訴
願
手
績
が
興
へ
ら
る

L

の
み
で
控
訴
手
績
は
認
め
ら
れ
な
い
。
右
の
前
納
手
績
は
年



米
に
於
け
る
租
税
申
告
の
堤
出
に
際
し
て
そ
の
慢
出
義
務
を
消

一
流
せ
し
む
る
効
同
市
を
有
す
る
。
前
納
額
が
終
局
的
に
徴
収
せ
ら

持
さ
れ
る
。

る
L
税
額
と
不
一
致
な
る
場
合
に
は
租
税
の
返
還
叉
は
請
求
が

~ 
」

、

も
し
雨
者
が
一
致
す
れ
ば
租
税
義
務
者
に
封
し

そ
の
租
税
事
務
の
完
了
を
確
貫
た
ら
し
む
る
翠
純
な
る
通

知
を
な
せ
ば
足
り
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
己

以
ト
ム
陀
於
て
凋
逸
に
於
け
る
一
般
責
上
税
の
組
織
を
そ
の
大

慨
に
つ
い
で
凡
た
の
で
あ
る
が
、

t
t
、〈
-

E

F

、J
f
、、、、
J

守目

J
j
:

巨
町
村
レ
ド
ァ
て
江
川

M
P
R
v叩
作
た

る
も
の
で
あ
る
か
を
見
れ
ば
弐
の
如
く
で
あ
和
。

1L 
一年

五

ノ、
度

責
上
積
岐
入

一、四一六・ロ

一
九
二
六
l
二
七

人屯五・
λ

一
九
二
七
l
二
八

八戸市レ了七

一
九
二
八

l
二
九

一
九
二
九
三
O

一九=一

0
1
三
一
(
橡
)

一
九
一
一
一
一
|
三
二
(
湯
)
一

3
8・司

ご
九
二
九
三
0
年
度
)

g 
cコ

、
cコ
ー= . 
一

、-3・守
三且-cコ

所

4尋

枕

三、五八四・国

所
謂
『
責
上
税
』
に
沈
て

(
皐
位
百
高
対
己
・
)

租
税
収
入

戸市、=二
2

・九

』唱、九三
-z
一・ロ

丸、==一ハ八・
E

品、九八(〕・-

J

川、九七八・五

一口、在一回・国

九
、
八
五
戸
市
・
同
一
口

(
一
九
二
八
|
一
九
年
度
)

品、七一人

% 
"'" "'" 

Cコ

関

税

費

税
煙

草

枕

財

産

税

多

酒

税

(
以
下
略
)

一、門
T

晶玉・一一

一、一(百・均

一、司{)コ・ニ

上

、
亡3

= . 九一回・凶

んさ・一品

五…目二・二

回一品
0

・八

三九一一(・
A
ル

回一一・八

第
三

貰
上
税
の
本
質

『
世
界
↓
へ
戦
以
来
の
財
政
難
時
代
に
復
活
し
た
一
般
的
資
上
税

は
、
事
賃
上
必
一
市
I

川
た
る
と
苦
し
ら
を
間
は
ト
ナ
深
川
叫

1
る
明
h
M

一

般
的
消
費
税
に
外
友
ら
ね
』
と
は
品
川
町
泊
に
設
か
れ
る
所
で
あ
る
品

併
し
貫
際
に
於
て
、

全
て
の
幣
業
的
給
付
と
い
ふ
こ
と
を
問
題

と
し
、

自
由
峨
走
者
の
行
穏
に
も
と
づ
く
給
付
を
も
課
税
す
る

一
品
川
崎
内
電
ヒ
吃
土
、

一
両

t
E
一干
L

一
般
的
消
費
税
よ
り
も
夏
に
庇
い
範
聞
に

及
ぶ
も
の
と
巧
へ
ら
れ
る
。
即
ち
形
式
的
に
は
一
般
的
責
ヒ
枕

は
成
く
貨
幣
の
支
排
ひ
に
封
す
る
課
税
と
し
て
、
従
っ
て
取
引

行
潟
に
封
ず
る
課
税
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
現
在

に
於
て
は
費
上
税
の
尽
畑
山
は
一
般
消
費
税
並
び
に
一
般
取
引
税

の
思
想
と
し
て
、
世
界
総
怖
に
鴇
接
在
る
関
係
を
有
す
る
多
く

の
図
々
に
成
が
っ
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
的
、
夏
に

第
三
十
七
巻

第

司L~

-:IL 

1L 

Statistbches Jahrbucl1 fur da語 deut:oocheRci<:h， 1931， :;. 445 (角同書五-;1..
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所
詞
『
資
上
税
』
に
耽

判
殊
た
る
も
の
と
し
て
は
之
を
多
少
得
主
税
的
分
子
の
加
味
さ

れ
た
も
の
と
考
へ
る
も
の
も
る
る
。

思
ふ
に
こ
れ
は
そ
の
課
税

形
式
の
類
似
せ
る
が
た
め
で
あ
る
が
、
本
質
に
於
て
は
全
く
異

い
づ
れ
に
せ
よ
、
衰
上
税
を
以
て
近

時
に
於
け
る
一
般
間
接
税
に
比
す
る
の
は
不
常
で
は
な
い
。
卸

る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

ち
責
L
L
税
は
一
般
間
接
枕
と
同
じ
く
各
種
の
生
内
池
搾
に
於
け

る
仏
側
の
持
利
的
給
付
に
到
し
、

泊
山
口
同
に
高
額
で
な
い
粉
本
を

-戸
}ι
主
主
ヨ
〆
一
n

k

h

J

〉

〉

》

O

I
V
4
r
4
F
1
2一ヨ
w
可
之
『
寸

d
p
q

か
t
2

り
引
税
い
い
一
般
ド
釈
巴
州
に

於
で
消
費
者
が
負
借
問
す
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
庚
い
範
閣
の
特

嫁
作
用
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。
調
逸
買
上
税
法
第
十
二
僚
は

明
暗
聞
な
縛
嫁
作
用
を
禁
止
は
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、

之
を
以
て

こ
の
税
の
経
済
上
の
特
仙
聞
を
弱
め
る
こ
と
は
出
来
泣
い
ば
か
り

で
な
く
、
依
然
と
し
て
前
行
の
生
産
過
程
に
於
け
る
針
債
の
全

般
を
基
礎
と
す
る
貰
上
税
は
、
結
局
に
於
で
生
産
の
最
終
的
受

取
人
に
依
っ
て
負
指
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か
〈
て
我
々

の
注
目
す
べ
き
こ
と
は
買
上
税
の
性
質
如
何
の
問
題
で
は
な

く
、
如
何
た
る
作
則
を
有
す
る
か
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

先
づ
賓
上
税
は
消
費
全
般
に
封
し
て
著
大
友
負
鱈
を
か
け
る

第
三
十
七
谷

:1L 

首:

そ
σ〉
負
擦
は:
&， 
寸=
し
も
卒
等

li警
な _!!It?-
L 汁 7!J~

イiiJ 凶
と。

f主
7.1 
ば

各
給
付
叉
は
引
渡
を
目
的
と
す
る
該
税
全
般
の
賦
謀
額
の
雨
皮

は
、
生
産
物
の
完
了
迄
に
経
過
す
る
生
震
過
程
の
多
少
と
い
ふ

偶
然
に
か
L

る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
而
か
も
か
L

る
揚
ム
口
に

於
け
る
各
生
産
段
階
の
負
擦
は
夫
人
二
つ
の
生
庄
費
と
し
て
現

ーし
P
J

。υ
t
k

っ
て
、

j
;

ノ

f
d
F

一
般
官
民
上
税
の
設
定
に
際
し
で
は

-刃

L
y
a

租
税
設
定
の
必
然
的
結
川
市
と
し
て
小
工
定
過
煮
九
九
携
の
現
象
を

一
般
生
原
過
科
の
垂
直
的
集
中
現
象
を
惹
起
し
、

& 
じ

闘
よさ

経
消
上
望
ま
し
か
ら
古
る
欣
態
を
口
主
す
る
と
と
L

在
る
。
勿
論

か
L

る
欣
態
も
時
と
揚
ム
口
に
よ
っ
て
は
是
認
せ
ら
れ
得
る
。
併

し
種
々
の
拙
か
ら
見
て
か
ミ
る
畝
態
の
望
ま
し
か
ら
ざ
る
揚
合

あ
る
こ
と
は
否
み
期
ぃ
。

こ
L

に
於
て
我
々
は
賓
上
税
の
本
質

に
閥
し
、
枇
曾
上
、
同
氏
経
向
上
望
ま
し
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る

と
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

併
し
な
が
ら
、
賓
上
殺
は
行
政
技
術
上
に
於
て
、
財
政
牧
入

に
於
て
大
怠
る
利
(
仕
を
布
ナ
る
。
印
ち
、
既
に
給
付
さ
れ
た
封

債
と
云
ふ
材
料
を
そ
の
課
税
棋
準
と
す
る
か
ら
計
算
が
高
だ
容

易
で
あ
る
こ
と
、
税
制
の
計
算
に
於
て
被
雑
困
難
在
る
手
績
が

人_Hensel; a. a. O. S. 219 
J. Popitz; a. <J，. O. S. 375: National Industrirll C(lnfel叩 ct" P.oaJd; op. Cl!. p 
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行
は
れ
な
い
か
ら
賦
課
が
内
不
易
で
あ
る
こ
と
、
租
枕
義
務
担
刊
は

一
般
に
自
ら
計
算
し
自
ら
支
沸
ふ
こ
と
が
出
来
る
か
ら
租
税
の

徴
収
は
甚
だ
簡
易
に
行
は
れ
得
る
こ
と
、
従
っ
て
費
上
積
の
た

め
に
賛
さ
れ
る
官
聴
及
潤
税
義
務
者
の
労
力
は
、

そ
の
徴
牧
額

に
比
し
て
僅
少
友
り
と
考
へ
ら
る
L
。
以
上
の
事
資
は
諜
枕
範

問
の
吹
ム
へ
た
る
と
と
と
相
侠
っ
て
、
租
枕
牧
入
の
少
か
ら
ざ
る

E
1」
そ
想
像
せ
し
め
る
。
世
旧
作
大
戦
劫
佼
後
山
川
旧
作
の
谷
川
聞
が
そ

の
川
政
惟
時
代
-
仏
海
す
む
た
め
、
続
ふ
て
資
ト
ぃ
慌
を
役
一
川
ー
し
た

事
寅
は
こ
の
聞
の
事
情
を
護
明
し
て
徐
り
あ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
L
に
於
て
租
税
の
一
般
命
題
、
印
ち
一
つ
の
溜
枕
は
只
そ
れ

だ
け
で
は
決
定
的
判
断
は
下
さ
れ
な
い
。
決
定
的
判
断
は
租
税

際
系
全
般
と
の
開
係
に
於
て
の
み
た
さ
れ
得
る
と
い
ふ
命
題
が

こ
L
に
も
妥
賞
す
る
こ
v
f
一
を
河
る
の
で
あ
る
円
前
湛
の
如
く
費

上
枕
は
一
般
に
そ
の
本
質
と
し
て
消
費
税
の
有
す
る
快
拙
を
そ

の
ま
-
h
L

何
す
る
o
従
っ
て
そ
れ
は
甚
だ
反
此
曾
的
作
用
を
件
ふ
。

而
か
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
深
枕
せ
ら
る
L
範
閣
の
成
大
な
る
と

し
」
、
経
内
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
階
段
に
於
け
る
取
引
を
も
そ
の
封

決
と
す
る
こ
と
あ
る
に
上
っ
て
、

そ
の
反
枇
曾
的
作
用
は
増
加

同
調
『
資
上
碕
』
に
就
て

ず
る
。
故
に
一
岡
の
租
枕
惜
系
が
茶
準
税
に
よ
っ
て
、
特
に
果

暗
唱
皮
の
強
い
所
得
従
に
依
っ
て
そ
の
反
此
曾
的
作
附
を
平
準
化

さ
れ
得
る
揚
九
日
に
於
て
の
み
そ
の
日
仔
ぷ
は
認
め
ら
れ
る
。
か
く

で
一
般
的
に
は
責
上
枕
は
岡
家
の
財
政
的
欲
求
が
非
常
に
強
く

所
得
枕
そ
の
他
の
旧
来
涯
枕
が
極
度
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
も
、
向

そ
の
財
政
需
要
を
交
す
こ
と
の
出
来
な
い
場
合
に
於
て
の
み
認

め
ら
れ
う
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

2事

結

E吾

[~到

以
上
筒
山
車
な
が
ら
、
世
界
に
於
け
る
現
行
責
上
位
の
最
も
著

し
き
賞
例
と
し
て
、
濁
治
の
衰
ヒ
税
の
大
慌
を
研
先
し
、
更
に

責
上
枕
そ
の
も
の
t
h

本
質
に
つ
い
て
若
干
の
考
ー
祭
を
加
へ
た
の

で
あ
る
が
、
要
之
、
責
上
税
は
一
極
の
非
常
時
総
と
稽
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。
各
凶
に
於
け
る
寅
例
に
鑑
み
る
も
、
税
そ
の
も

の
L
本
質
よ
り
見
る
も
、
責
上
税
は
非
常
時
に
於
け
る
租
税
と

云
は
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
従
っ
て
、
我
が
園
に
於
て
こ
れ
が

問
題
と
在
る
と
す
れ
ば
、
飽
く
ま
で
叙
上
の
意
味
に
於
て
ピ
友

け
れ
ば
友
ら
な
い
。
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